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○取組内容について、実施団体が事業に基づき、取組内容を記載しています。

○達成状況について、実施団体が取組内容における達成状況を記載しています。

目標達成度・・・Ｓ　目標以上に実施、目標以上の効果を上げ実施
Ａ　目標どおり実施
Ｂ　一部目標未達成、目標以下の効果で実施
Ｃ　大部分目標未達成

目標達成状況

令和５年度 令和６年度 令和7年度 令和５年度 令和６年度 令和7年度 令和５年度 令和6年度 令和7年度

2 4 2 2 1 1 0 2 2
56 56 53 21 25 24 13 14 11
40 49 61 11 12 14 13 10 16
26 15 8 6 2 1 6 6 3

124 124 124 40 40 40 32 32 32

重点項目事業・・・各事業のうち特に重点的に取り組む事業事業名の頭に「●」を付記したもの

年度別総括評価表

年度

総括
評価

C
計

新規事業・・・・・・・・・・・・・・・新規

○第３者評価について、第３者による事業実施における評価を記載しています。

S
Ａ
Ｂ

事業総数 重点項目事業

C
計

S
Ａ
Ｂ

高砂市商業活性化基本計画実施計画の表示について

○自己評価について、取組内容をどれだけ実施できたか、実施団体が目標達成度を自己評価しています。また、「評価」を何故そ
のようにしたかの理由を記載しています。

○今後の方向性について、達成状況及び自己評価に基づき今後の方向性を以下により記載しています。また、「今後の方向性」を
何故そのようにしたかの理由を記載しています。

目標達成度

自己評価

引き続き実施・・・・・・・・・・・・・継続
事業内容を充実・・・・・・・・・・・・拡充
事業内容を縮小・・・・・・・・・・・・縮小
事業を廃止・・・・・・・・・・・・・・廃止

事業総数第３者評価

目標達成度

令和３年度

　コロナ禍によ
り実施できな
かった項目も
多々見受けられ
た。
　実施主体ごと
に着手できた、
できなかったと
言ったバラツキ
が見受けられ
た。

令和４年度 令和５年度

　成果の偏りを今後
どう対処するのか。
目標の重点化が必要
と考える。
　あきんどゼミナー
ルは各団体共通して
成果が見受けられる
ことから、今後は団
体ごとの行動目標設
定も望まれるが、一
点集中、共通目標の
設定も必要と思われ
る。

　県立大との連携に
より新たな成果が見
受けられ評価でき
る。
　ただ、イベント関
係では成果が有る一
方、高齢者向け対
策、新たな生活様式
への対応などが遅れ
ており成果の偏りが
見受けられる。

令和７年度令和６年度 令和８年度

　令和5年度・令和
6年度の推移をみる
と取り組みが進展し
ている傾向にあり評
価できる。

　事業により取組ん
だ団体、取組めな
かった団体がはっき
り分かれている項目
が見受けられる。足
並みを揃えた活動が
必要ではないかと考
える。
　また、2年連続取
組めていない項目、
目標未達に転じた項
目は重点的に進める
必要がある。

課題

　コロナ禍によ
る計画進捗への
影響も大きかっ
たため、次年度
実施項目につい
ての修正、もし
くは重点項目の
絞り込みなど効
率的実施が求め
られるのではな
いか。

　コロナ禍も規制緩
和の方向に向かって
おり活動が少しでは
あるが進展したと思
われる。
　ただ、前年同様の
取り組み内容も見受
けられた。

　マンネリ化傾向も
懸念されるため取組
内容の見直しが必要
と考える。
　ポストコロナを迎
え、課題の整理が必
要と考える。

　コロナ禍の影響も
薄れ、実績が見受け
られるようになっ
た。
　ただ、実績ある項
目、無い項目が毎年
同じ様にも思える。

　項目ごと時系列で
評価を見る必要があ
る。


